
準備

6 8

!41 !2 3

リフトハイジーンチェアを用いた患者の入浴
7

9

5

10

浴槽を最低位置まで下降させます。 排水部を閉じます。 ハイジーンチェアを用いた入浴：ヘッドぴろーを取り付け
ます。 入浴トロリーを用いた入浴：ヘッドピローやフットサ
ポートは取り付けないでください。 

チェアを浴槽の上に配置し、浴槽の脚部と
縁に当たるまで停止します。

患者に水を足で感じさせてくだ
さい。 
必要に応じて湯温を調節します。

リフトハイジーンチェアを、介助者にとって人間工学的に適した作業の高さまで調節します。 
浴槽を上昇させます。 患者の性器と浴槽の底の間に十分なスペースがあることを確認して
ください。

リフトハイジーンチェアを浴槽の側面
に斜めに配置します。

必要に応じてフットサポートを装着
します。 
患者を入浴させます。

リフトハイジーンチェアを浴槽に向けて移動さ
せます。 リフトを所定の位置に回転させながら、
患者の脚を浴槽の縁の上に持ち上げます。

挟み込み
リスク

やけどのリスク 

巻き込み事
故のリスク

巻き込み
事故のリスク

11

Autofill[自動湯張り]ボタンを押します。素手
で水温を確認してください。 必要に応じて湯
温を調節します。  

6

リフトバストロリーを用いた患者の入浴

  
リフトバストロリーを、介助者にとって人間工学的に適した作業の高さまで調節します。 
浴槽を上げて、ストレッチャーが浴槽の底に接するようにします。

リフトハイジーンチェアを上昇させて、
患者の性器と浴槽の縁の間にスペース
を作ります。

リフト式入浴トローリーを浴槽側面の
背後および側面に配置します。

浴槽の縁を超えるために、リフトバストロリー
用ストレッチャーを十分な高さまで上げます。

患者が乗ったリフトバストロリーを、浴槽
の縁の上から対角線上に動かします。

トロリーを、浴槽の脚部と縁に当たっ
て停止するまで、中央に配置します。

6

12 13 14 15

16 17

必要に応じてフットサポートを
装着します。 
患者を入浴させます。
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簡易参照ガイド－使用方法

System 2000 Rhapsody、Primo、Harmonie



Hydromassage（オプション）

7
Hydrosound（オプション）

使用前に吸い込みカバーを
取り付けてください。

Hydromassage システムの出口
(A)と上部センサー(B)が湯に浸か
るまで、湯張りをします。

ウォータージェットの
方向を調整します。 

Hydrosoundシステムボタンを押し
ます。 デフォルトの実行時間は15分
です。

挟み込み
リスク

A
B

入浴後、ハイドロマッ
サージシステムをオ
フにします。

妊娠中は絶対に
使用しないで
ください。

火傷および聴覚
障害のリスク。 

トランスデューサープレートに触
れないでください。また、患者の
頭が必ず水面に出るようにして
ください。

Hydrosoundシステムのトランスデューサー
プレートが湯に浸かるまで、湯張りをします。 
Arjo Soundウォーター・コンディショナーを
追加します。

患者にシャワーを使用します。

7

排水口を開きます。 背もたれを上昇させます。
患者にハンドレストを握らせます。

シャワーハンドルを取ります。 シャワーボタンを押し
ます。 シャワーハンドルを持って患者から離れた方向
に向けます。 

ロックボタンが起動している場合は、シャ
ワーハンドルトリガーのロックを解除します。 
シャワーボタンを押します。 
シャワーハンドルを戻します。

水流を患者に直接向ける前に、患者に水を手
でまず感じさせてください。 必要に応じて湯
温を調節します。 

やけどのリスク 

患者をシャワーで洗身
します。 

シャワーハンドル上のトリガを押します。 
素手で水温を確認してください。 必要に応じ
て湯温を調節します。 

浴槽を最低位置まで下降させます。

+-

入浴後、ハイドロマッ
サージシステムをオフ
にします。

Hydrosoundの強さを調
整します。

20

P300

P220

入浴の終了

患者を拭いて乾かします。 タオルまたはバスローブを使用
して患者を暖かく保ちます。

浴槽を最低位置まで下降させます。 

巻き込み事故
のリスク

リフトハイジーンチェアを上昇させて、患者の性器と浴槽
の縁の間にスペースを作ります。 

リフトを回転して浴槽から離しながら、患者の脚が縁
を越えられるよう介助します。

浴槽側とリフトハイジーンチェアとの間に十分な
スペースがあることを確認してください。 

入浴用チェアを降下します。 
残りの濡れているところを乾かし
ます。 

18 19 20 21

22 23 24 25

26 27 28 29

30 31 32

Hydromassageシステムボタンを押します。
デフォルトの実行時間は15分です。
強さは低めから始めます。
必要に応じて調整します。 

各患者の使用後：
取扱説明書、または清掃
および消毒に関するQRG
の指示に従って、浴槽を清
掃・消毒します。 

33

交差感染のリスク
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